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子どものがん性疼痛アセスメントに関する看護師の知識の実態調査 
A Study of Nurses’Knowledge Concerning the Assessment of Pain in Children 
with Cancer 














 The purpose of this research was to investigate nurses’knowledge concerning the assessment of pain in 
children with cancer and related pediatric cancer treatment. 
A questionnaire was prepared as the tool for the research. The research subjects were 250 nurses working in 
Pediatrics in various university related Children’s hospitals. 
Completed questionnaires were received from 72 nurses (28.9% of the total sent). 
Concerning knowledge of the subject of children’s pain, 50% claim to understand “Pain Assessment,” “Pain 
Intensity and Location,” and the various “Types of Pain.” 40% claim to have either not learned or have forgotten 
any knowledge of “Pain in Children with Cancer.” Concerning treatment to relieve pain in children with cancer, 
50% of the respondents claim to have no knowledge of “WHO’s Guidelines for Cancer Pain Relief in Children,” 
“WHO’s Three Step Analgesic Ladder,” WHO’s  4 Principles for the Use of Analgesics in Children with 
Cancer,” “Reasons When Pain Medications are Not Indicated in Pediatric Care.” The results seem to indicate 
that these respondents did not possess sufficient knowledge of the assessment of pain in children with cancer.  
I think that there is the necessity of examining the educational contents and the method of having taken the 
nurse's characteristic into consideration from the above thing. This research adds correction to the research 
done at the Angel university graduate school in the Heisei 22 fiscal year in part. 
 
キーワード：小児がん看護（Childhood cancer nursing） 


















































































天使大学 紀要 Vol.14 No.1 2013 
 

































































対象特性項目 全体 大学病院 小児専門病院
対象施設数 13施設  8施設(61.5)    5施設(38.5)
有：　 6施設(46.2)  5施設(62.5)    1施設(20.0)
無：   7施設(53.8)  3施設(37.5)    4施設(80.0)
                                              表1．対象施設の特性（n=13）
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２）対象者の概要 
 対象者の概要を表２に示す。対象者が所属する






10 年以上が 29 名（40.3％）であり、経験年数が
10 年以上の看護師が多く勤務していた。小児がん
看護の経験年数は、１～２年が 23名（31.9％）、






























対象特性項目 全体 大学病院 小児専門病院
対象者数の内訳  72名   31名(43.1) 41名(56.9)
     男性:     2名( 2.8)    1名( 3.2)  1名( 2.4)
     女性:    70名(97.2)   30名(96.8) 40名(97.6)
   1～2年:     9名(12.5)              6名(19.4)  3名( 7.3)
   3～5年:    21名(29.2)   10名(32.2) 11名(26.8)
  6～10年:    13名(18.0)    6名(19.4)  7名(17.1)
  10 年超:    29名(40.3)    9名(29.0) 20名(48.8)
   1～2年:    23名(31.9)   10名(32.2)  13名(31.7）
   3～5年:    29名(40.3)   15名(48.4) 14名(34.2)
  6～10年:    12名(16.7)    4名(12.9)  8名(19.5)
   10年超:     8名(11.7)    2名( 6.5)  6名(14.6)
 ほぼ毎日:    56名(77.8)   25名(80.7) 31名(75.6)
 週に数回:    10名(13.9)    4名(12.9)  6名(14.6)
 月に数回:     6名( 8.3)    2名( 6.4)  4名( 9.8)
 年に数回:     0名( 0.0)    0名( 0.0)  0名( 0.0)
 参加あり:    42名(58.3)   18名(58.1) 24名(58.5)
 参加なし:    30名(41.7)   13名(41.9) 17名(41.5)
 関心あり:    66名(91.7)   27名(87.1) 39名(95.1)
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1 痛みの評価方法 42名（63.6） 20名（71.4） 22名（57.9）
2 副作用 38名（57.6） 16名（57.1） 22名（57.9）
3 製剤特性 17名（25.8）  7名（25.0） 10名（26.3）
4 除痛ラダー 13名（19.7）  9名（32.1）  4名（10.5）
5 オピオイドローテーション  9名（13.6）  7名（25.0）  2名（ 5.3）
6 麻薬中毒  9名（13.6）  3名（10.7）  6名（15.8）












































































































人数（％） 人数（％） 人数（％） P値 人数（％） 人数（％） P値
正 37名（51.4）13名（43.3）24名（57.1）  0.993 22名（42.3）15名（75.0） 0.018*
誤 35名 (48.6) 17名 (56.7) 18名 (42.9) 30名 (57.7)  5名 (25.0)
正 52名 (72.2) 17名 (56.7) 35名 (83.3)  0.017* 36名 (69.2) 16名 (80.0) 0.558
誤 20名 (27.8) 13名 (43.3)  7名 (16.7) 16名 (30.8)  4名 (20.0)
正 34名 (47.2) 16名 (53.3) 18名 (42.9) 0.474 27名 (51.9)  7名 (35.0) 0.292
誤 38名 (52.8) 14名 (46.7) 24名 (57.1) 25名 (48.1) 13名 (65.0)
正 32名 (44.4) 13名 (43.3) 19名 (45.2) 1.000 20名 (38.5) 12名 (60.0) 0.118
誤 40名 (55.6) 17名 (56.7) 23名 (54.8) 32名 (61.5)  8名 (40.0)
  知っている 13名 (18.1)  5名 (16.7)  8名 (19.1)  7名 (13.5)  6名 (30.0)
一部知っている 32名 (44.4) 13名 (43.3) 19名 (44.8) 0.807 23名 (44.2)  9名 (45.0) 0.277
知らない 27名 (37.5) 12名 (40.0) 15名 (35.7) 22名 (42.3)  5名 (25.0)
 緩和できる 40名 (55.6) 18名 (60.0) 22名 (52.4) 27名 (51.9) 13名 (65.0)
  少しできる 27名 (37.5) 10名 (33.3) 17名 (40.5) 1.000 21名 (40.4)  6名 (30.0) 1.000
できない  5名 ( 6.9)  2名 ( 6.7)  3名 ( 7.1)  4名 ( 7.7)  1名 ( 5.0)
〈子どものがん性疼痛治療〉
知っている  9名 (12.5)  1名 ( 3.3)  8名 (19.0)  3名 ( 5.8)  6名 (30.0)
一部知っている 14名 (19.4)  8名 (26.7)  6名 (14.3) 0.803 11名 (21.1)  3名 (15.0) 0.165
知らない 49名 (68.1) 21名 (70.0) 28名 (66.7) 38名 (73.1) 11名 (55.0)
知っている 19名 (26.4)  9名 (30.0) 10名 (23.8) 14名 (26.9)  5名 (25.0)
 一部知っている 11名 (15.3)  4名 (13.3)  7名 (16.7) 0.814  7名 (13.5)  4名 (20.0) 0.793
知らない 42名 (58.3) 17名 (56.7) 25名 (59.5) 31名 (59.6) 11名 (55.0)
知っている  6名 ( 8.3)  3名 (10.0)  3名 ( 7.1)  3名 ( 5.8)  3名 (15.0)
 一部知っている  9名 (12.5)  2名 ( 6.7)  7名 (20.7) 0.563  4名 ( 7.7)  5名 (25.0) 0.022*
知らない 57名 (79.2) 25名 (83.3) 32名 (76.2) 45名 (86.5) 12名 (60.0)
知っている  4名 ( 5.6)  2名 ( 6.7)  2名 ( 4.7)  3名 ( 5.8) １名 ( 5.0)
 一部知っている 26名 (36.1)  9名 (30.0) 17名 (40.5) 0.628 15名 (28.8) 11名 (55.0) 0.065
知らない 42名 (58.3) 19名 (63.3) 23名 (54.8) 34名（65.4)  8名 (40.0)
知っている 10名 (13.9)  5名 (16.7)  5名 (11.9)  6名 (11.5)  4名 (20.0)
 一部知っている 27名 (37.5)  9名 (30.0) 18名 (42.9) 0.633 19名 (36.6)  8名 (40.0) 0.435
知らない 35名 (48.6) 16名 (53.3) 19名 (45.2) 27名 (51.9)  8名 (40.0)
思う  6名 ( 8.3)  2名 ( 6.7)  4名 ( 6.9)  5名 ( 9.6)  1名 ( 5.0)
少し思う 55名 (76.4) 23名 (76.6) 32名 (76.2) 1.000 39名 (75.0) 16名 (80.0) 1.000
思わない 11名 (15.3)  5名 (16.7)  6名 (14.3)  8名 (15.4)  3名 (15.0)
思う  5名 ( 6.9)  3名 (10.0)  2名 ( 4.8)  5名 ( 9.6)  0名 ( 0.0)
少し思う 21名 (29.2) 11名 (36.7) 10名 (23.8) 0.140 16名 (30.8)  5名 (25.0) 0.280
思わない 46名 (63.9) 16名 (53.3) 30名 (71.4) 31名 (59.6) 15名 (75.0)
13．オピオイドは最終手段の
薬剤




























































































































人数（％） 人数（％） 人数（％） P値 人数（％） 人数（％） P値
正 37名（51.4）24名 (57.1) 13名 (43.3) 0.339 34名 (51.5)  3名 (50.0) 1.000
誤 35名 (48.6) 18名 (42.9) 17名 (56.7) 32名 (48.5)  3名 (50.0)
正 52名 (72.2) 33名 (78.6) 19名 (36.5) 0.188 47名 (71.2)  5名 (83.3) 1.000
誤 20名 (27.8)  9名 (21.4) 11名 (63.5) 19名 (28.8)  1名 (16.7)
正 34名 (47.2) 19名 (45.2) 15名 (50.0) 0.812 29名 (43.9)  5名 (83.3) 0.094
誤 38名 (52.8) 23名 (54.8) 15名 (50.0) 37名 (56.1)  1名 (16.7)
正 32名 (44.4) 21名 (50.0) 11名 (36.7) 0.338 31名 (47.0)  1名 (16.7) 0.217
誤 40名 (55.6) 21名 (50.0) 19名 (63.3) 35名 (53.0)  5名 (83.3)
〈子どものがん性疼痛〉
  知っている 13名 (18.1)  8名 (19.0)  5名 (16.6) 13名 (19.7)  0名 ( 0.0)
一部知っている 32名 (44.4) 21名 (50.0) 11名 (36.7) 0.220 29名 (43.9)  3名 (50.0) 0.665
知らない 27名 (37.5) 13名 (31.0) 14名 (46.7) 24名 (36.4)  3名 (50.0)
 緩和できる 40名 (55.6) 24名 (57.1) 16名 (53.3) 37名 (56.0)  3名 (50.0)
  少しできる 27名 (37.5) 16名 (38.1) 11名 (36.7) 0.643 24名 (36.4)  3名 (50.0) 1.000
できない  5名 ( 6.9)  2名 ( 4.8)  3名 (10.0)  5名 ( 7.6)  0名 ( 0.0)
〈子どものがん性疼痛治療〉
知っている  9名 (12.5)  6名 (14.3)  3名 (10.0)  9名 (13.6)  0名 ( 0.0)
一部知っている 14名 (19.4) 11名 (26.2)  3名 (10.0) 0.078 14名 (21.2)  0名 ( 0.0) 0.167
知らない 49名 (68.1) 25名 (59.5) 24名 (80.0) 43名 (65.2)  6名 (100 )
知っている 19名 (26.4) 12名 (28.6)  7名 (23.3) 19名 (28.8)  0名 ( 0.0)
 一部知っている 11名 (15.3)  7名 (16.7)  4名 (13.3) 0.628 10名 (15.2)  1名 (16.7) 0.390
知らない 42名 (58.3) 23名 (54.7) 19名 (63.4) 37名 (56.0)  5名 (83.3)
知っている  6名 ( 8.3)  5名 (11.9)  1名 ( 3.3)  6名 ( 9.1)  0名 ( 0.0)
 一部知っている  9名 (12.5)  7名 (16.7)  2名 ( 6.7) 0.078  8名 (12.1)  1名 (16.7) 1.000
知らない 57名 (79.2) 30名 (71.4) 27名 (90.0) 52名 (78.8)  5名 (83.3)
知っている  4名 ( 5.6)  4名 ( 9.5)  0名 ( 0.0)  4名 ( 6.1)  0名 ( 0.0)
 一部知っている 26名 (36.1) 18名 (42.9)  8名 (26.7)  0.033* 23名 (34.8)  3名 (16.7) 0.688
知らない 42名 (58.3) 20名 (47.6) 22名 (73.3) 39名 (59.1)  3名 (83.3)
知っている 10名 (13.9)  8名 (19.0)  2名 ( 6.6) 10名 (15.1)  0名 ( 0.0)
 一部知っている 27名 (37.5) 16名 (38.1) 11名 (36.7) 0.339 24名 (36.4)  3名 (16.7) 1.000
知らない 35名 (48.6) 18名 (42.9) 17名 (56.7) 32名 (48.5)  3名 (83.3)
思う  6名 ( 8.3)  2名 ( 4.8)  4名 (13.3)  6名 ( 9.1)  0名 ( 0.0)
少し思う 55名 (76.4) 34名 (80.9) 21名 (70.0) 1.000 51名 (77.3)  4名 (66.7) 0.226
思わない 11名 (15.3)  6名 (14.3)  5名 (16.7)  9名 (13.6)  2名 (33.3)
思う  5名 ( 6.9)  3名 ( 7.1)  2名 ( 6.7)  4名 ( 6.1)  1名 (16.7)
少し思う 21名 (29.2) 11名 (26.2) 10名 (33.3) 0.623 21名 (31.8)  0名 ( 0.0) 0.408
思わない 46名 (63.9) 28名 (66.7) 18名 (60.0) 41名 (62.1)  5名 (83.3)
５．がん性疼痛の性質
表５．子どもの痛みと緩和に関する知識の実態
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人数（％） 人数（％） 人数（％） P値
〈子どものがん性疼痛〉
  知っている 13名 (18.1) 　　　　　　　        7名 (18.9)   6名 (17.1)
一部知っている 32名 (44.4)  13名 (35.1)     19名 (54.3) 0.150
知らない 27名 (37.5)  17名 (46.0)  10名 (28.6)
 緩和できる 40名 (55.6)  19名 (51.4)  21名 (60.0)
 少しできる 27名 (37.5)  13名 (35.1)  14名 (40.0) 0.054
できない  5名 ( 6.9)   5名 (13.5)   0名 ( 0.0)
〈子どものがん性疼痛治療〉
知っている  9名 (12.5)   4名 (10.8)   5名 (14.3)
一部知っている 14名 (19.4)   9名 (24.3)   5名 (14.3) 0.618
知らない 49名 (68.1)  24名 (64.9)  25名 (71.4)
知っている 19名 (26.4)  11名 (29.7)   8名 (22.9)
 一部知っている 11名 (15.3)   5名 (13.5)   6名 (17.1) 0.815
知らない 42名 (58.3)  21名 (56.8)  21名 (60.0)
知っている  6名 ( 8.3)   3名 ( 8.1)   3名 ( 8.6)
 一部知っている  9名 (12.5)   2名 ( 5.4)   7名 (20.0) 0.151
知らない 57名 (79.2)  32名 (86.5)  25名 (71.4)
知っている  4名 ( 5.6)   2名 ( 5.4)   2名 ( 5.7)
 一部知っている 26名 (36.1)  15名 (40.5)  11名 (31.4) 0.482
知らない 42名 (58.3)  20名 (54.1)  22名 (62.8)
知っている 10名 (13.9)   6名 (16.2)   4名 (11.4)
 一部知っている 27名 (37.5)  14名 (37.8)  13名 (37.2) 0.814
知らない 35名 (48.6)  17名 (46.0)  18名 (51.4)
思う  6名 ( 8.3)   4名 (10.8)   2名 ( 5.7)
少し思う 55名 (76.4)  26名 (70.3)  29名 (82.9) 0.516
思わない 11名 (15.3)   7名 (18.9)   4名 (11.4)
思う  5名 ( 6.9)   1名 ( 2.7)   4名 (11.4)
少し思う 21名 (29.2)  14名 (37.8)   7名 (20.0) 0.469
思わない 46名 (63.9)  22名 (59.4)  24名 (68.6)








































































                                                         （　）内は％





1 観察 65名 90.3
2 自己申告 61名 84.7
3 家族からの訴え 61名 84.7
4 フェイススケール 47名 70.1
5 生理的反応の測定 21名 29.2
6 VAS 11名 15.3




1 痛みの部位 69名 95.8
2 痛みの強さ 65名 90.3
3 薬物効果 61名 84.7
4 患者・家族の思い 61名 84.7
5 痛みの性質 55名 76.4
6 日常生活への影響 54名 75.0
7 痛みの経過 52名 72.2
8 改善因子 52名 72.2
9 増悪因子 51名 70.8
10 病状・病期 47名 65.3




1 便秘 58名 80.6
2 眠気 41名 56.9
3 呼吸抑制 32名 44.4
4 嘔気 27名 37.5
5 意識混濁 14名 19.4
6 搔痒感 10名 13.9
7 不穏 10名 13.9
8 下痢   0名 －
9 寿命を縮める   0名 －
表10．麻薬（オピオイド）使用に伴う発生頻度の高い副作用
　　副作用
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                                                                                                                                               （　）内は％
　　　　　　　　　　　　　　人数               　　　                    （n=64）
1 定期・頓用の併用 38名（59.4）
2 痛みの訴えがある時 16名（25.0）
3 定期的  6名（ 9.4）
4 様子を見ることが多い  4名（ 6.2）
表11．鎮痛薬・麻薬（オピオイド）を用いた治療の実際
　　薬剤の使用方法
          （　）内は％
薬剤使用の適確性  n=72 思う 少し思う 思わない
使用できている 11名（15.3） 55名（76.4）  6名（ 8.3）
疼痛緩和の実際    n=72 できている 少しできている できていない
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